
イベント情報のSNS発信や運営の補佐、国際キャリア総合情報サイト
「PARTNER」のコンテンツ考案などを行いました。業務体験を通じ、国際協力
を成り立たせるには、自分の専門性を高めるだけでなく、周囲を巻き込んで
「知ってもらう」ということが大切なんだと強く感じました。また、国際協力を
もっと身近に感じてもらいたいという熱意を持った職員の方々と一緒に時間を過
ごしたことで、国際協力の道に進みたいという気持ちがより一層強まりました。
◆丸竹美保さん（2018年9月に国際協力人材部人材養成課でインターン）

インターンではパラグアイの農村に入り、現地の方に密着して活動しました。農民
の方は貧しくても幸福度は非常に高く、生活を向上させる意識は高くありませんで
した。現状の満足した生活を変える必要があるか、国際協力のあり方を真剣に考え
させられましたが、将来を見据えた国づくりのために農民の心を動かそうと奔走す
る方々に大きな刺激を受け、国際協力の道に進むことを決める大きな契機となりま
した。
◆齋藤自快さん（2017年2～3月にパラグアイ事務所でインターン）

▼JICAインターンシップ・プログラム 参加者の声▼

2019年度第一回JICA
インターンシップ・プログラム

応募締切：
2019年4月25日（木）23:59（日本時間）

応募に関する
情報はこちら→



JICAでは、国際協力関連分野に興味のある大学生・大学院生・社会人を対象に、インターンシッ
プ・プログラムを実施しています。 十分な専門性や経験がない方でも国際協力の現場を体験する
ことができる絶好の機会です！皆さんの積極的な応募をお待ちしております。

応募資格

（1） 学生：応募時に、日本 または海外の大学・大学院（博士課程在在籍
者も可）に在学中、もしくは入学許可を取得済みの方。

（2） 社会人：企業・法人等における職務経験、または国際協力に関連する
実務経験（青年海外協力隊などのボランティア経験やNGO活動経験を
含む）をお持ちの方。

（３）将来、国際協力関連の仕事に従事することを希望している方。
（４）日本語での業務遂行が可能、インターンシップに必要な外国語能力を

有する方。
（５）本プログラム参加に要する経費を自己負担できる方。
※詳細は『募集要項』をご確認ください。

応募方法 PARTNER（国際協力キャリア総合情報サイト）から応募してください。
※応募にはPARTNERの「国際協力人材登録」が必須となります。

募集締切 2019年4月25日（木）23:59（日本時間）
※第二回募集は8月下旬頃を予定しています。

選考方法 1次選考：書類審査 2次選考：面接

インターンシップ期間 1～3か月間程度
※国内インターンシップは2週間からのポストもございます。

募集ポスト 【国内】 JICA本部（東京） 16ポスト/22名
JICA国内機関（北海道、九州、沖縄等） 8ポスト/12名

【海外】 JICA在外事務所（全世界） 39ポスト/46名
開発コンサルティング企業（全世界） 11ポスト/18名

インターンシップ
テーマ（例）

・広報活動強化/東京五輪ウガンダホストタウンとの連携事業補助（ウガンダ）
・アフリカビジネス最前線！未電化地域で開発課題を解決するビジネスを一緒
に作る（タンザニア）
・エジプトにおける幼児教育分野での産官学連携の可能性検討
・開発途上国(大洋州)の生活習慣病予防における課題と対策の考察（JICA沖
縄）
※詳細は『募集ポスト一覧』をご確認ください。

◆募集概要◆

2019年度第一回JICA インターンシップ・プログラム

-お問い合わせ先-
独立行政法人 国際協力機構（JICA）国際協力人材部人材養成課
JICAインターンシップ・プログラム担当
E-mail：jicaiict-intern@jica.go.jp 

インターンシップの応募にあたっては、「PARTNER」の国際協力人材登録が必要です。

JICAインターン 検索

興味を持ったら…
PARTNERへの
登録はこちら→


